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した 5 例の慢性アルコール中毒者 (H群)である。明確な精神症状を呈さなかった12例の慢性アルコ




の回復期に実施した。 D群の 1 例を除く全例で，数日の間隔をおいて 2~3 回の終夜睡眠のポリグラ




在することであった。この状態は，脳波と筋活動については Stage 1 に似ているが， REM睡眠期の
ものに似た REM が出現するために， Rechtschaffcn と Kales (1968) の基準による REM睡眠期や
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Stage 1 と同様な脳波および筋電図の像が存在し， 1 箇以上の REM が出現するものとし，これを基
準B とした。さらに， 20秒区画中に 5 箇以上の REMが出現するものを，基準A による St-1- REM と
して区別した。
St-1-REM期は， D 群， H 群， 0群の慢性アルコール中毒者群に出現したが， N群には出現しな
かった。基準A による St-1-REM期が全睡眠時間に対して占める比率は， D群では， H群と O群にお
けるよりも有意に高く H群と O群での St-1-REM期は極く短時間であった。基準B による St-1-R 
REM期が全睡眠時間に対して占める比率は， D群では H群におけるよりも有意に高い値であり， H 
群においては O群やN群におけるよりも有意に高い値であった。




REM睡眠期の周期性は O群やN群におけるよりも明らかに低下していた。この D群における REM
睡眠期の周期性には，せん妄症状消槌後の時間経過とともに，正常者のものに近い状態へ回復する傾
向がみられた。
D群の REM睡眠期の出現量は，せん妄症状消槌後の約 2 週間の時間経過中において，ほとんど変
化しなかった。一方， St-1-REM期の出現量は，せん妄症状消槌後の約 2 週間以内において，時間経
過とともに有意な減少を示した。
REM睡眠期における REMの出現頻度つまり REM密度は， D群においては， 0群におけるより
も有意に高く， N群におけるよりも極めて高い値であった。 D群のせん妄症状消槌後の約 2 週間以内
においては， REM睡眠期の REM密度には続計的に有意な変化はみられなかった。しかし，基準A


















睡眠状態すなわち Stage 1-REM with tonic EMGの存在を明らかにした研究である D
この研究は振戦せん妄と REM睡眠量との関係についての従来の報告にみられる矛盾を解決し，さ
らに， REM睡眠の発現に関与する神経機序の解離現象として，その特異な睡眠状態を把えるととも
に，せん妄症状の発現機序について優れた見解を提出したものであり，高く評価される研究である。
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